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いて学びました。（red, blue, yellow, green, pinkなど）
3. 虫探しゲーム：私たちがあらかじめ部屋の中に隠して
おいた虫の絵を子どもたちに探してもらい、見つかっ
た虫の数をみんなで英語を使って数えました。
4. 釣竿を作ろう：一人ひとりの好きな色を（できれば英語
で）言ってもらい、その色の画用紙と紐の先に磁石を
つけて釣竿を作りました。
5. 虫つりゲーム：クリップをつけた虫の絵を釣竿にくっつ
けて遊ぶゲームを2チームに分かれて行い、とれた虫
の数をみんなで数えました。
　子どもに英語を“教え込む”のではなく、子どもの自然な
遊びの中に英語を“溶け込ませる”ことを目標として、上記
の内容を構成しました。
　当初の時間配分通りに進まず、終了予定時刻をオー
バ しーてしまいましたが、保護者の方々のご協力もあり、
私も最後まで楽しく講座をさせていただくことができまし
た。終了後、保護者の方々からは「子どもの表情がイキイ
キしていたので参加してよかった」「参加型・体験型の講
座だったので良かった」「身近なテーマで楽しかった」と
いったご感想をいただきました。
　またお子様のサポ トー役として参加した学生たちの感
想として「予定通りにはいかないこともあったが、子ども
たちの笑顔を見て、頑張って準備をして良かったと思っ
た」「お子様だけでなく、一緒に来てくださった保護者の
方 と々も積極的にコミュニケーションを取りながら進めて
いくことが重要だと感じた」などの意見が書かれており、
地域の方 と々の交流の中で学生たちも大変多くのことを
学ばせていただいたと思います。
　今年度は残念ながら1日のみの講座となりましたが、
今後も森田公民館のご協力を賜りながら、子どもたちが
「英語って楽しい」と感じてくれるような講座を企画した
いと思います。
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